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第16期 生 を送 る に あた って
皆 さん、学士学位記取得 おめで と う。
一般教育 か ら始 まって、基礎医学、 そ して臨床医
学教育 に至る、他 学部 に比 して2年 間 も長 い学生生
活 を終 えられて、今、学位 記を手 に された皆 さん、
そ してや さしい慈愛 に満 ちた眼差 しで見守 ってこ ら
れた ご父兄の皆様 のお気持 ちに思 いを馳 せ るにつ け、
私 自身 も萬感 の想 い胸 に迫 るものがあります。
この想い はまさに、教育 に当 られた全教官 に共通
した感慨 で もあ ります。
ところで、 「卒業式」 とい う言葉 は、どちらかと
申 します と事 の終 わ りとい う 「ひび き」 があります
が、卒業式 に当たるCommencementと い う英語 は、
「開始 」つ ま り 「こと」の始 まりを意味 して おりま
す。
この ことは、大変、大 きな意義 をもってお ります。
それ は医師 ほど 「生 涯」 にわたる学習 が強 く求め
られてい る職業 は他 にないか らです。
医療 は、 その対象 が、ただ ちに人命 にかかわるこ
とであ るだけ に当然 といえば当然で あ りま しょう。
人生 とは生涯 「重荷」 を背負 いて歩 くが如 しとい
う先人 の言葉 があ りますが、 「生涯学 習」の精神 を
喪失 した医師 は病 める人達や その家族 か らの信頼 を
一瞬 に して失 うことになります。
これ から、皆 さんの多くは臨床 の第一線 にあって 、
日常の診療 に携 わるこ とになるであ りま しょうが、
「医の心」 とい われ る 「医療の原点」 を片時 も忘れ
て はな りません。
「医 の原点」 とは、人の 「いたみ」 をわが 「いた
み」とと らえることで あ ります。
病 に苦 しむ人達 の、 そのすべての 「なやみ」 を医
師の豊 かな感性 と暖 かい手の 「ぬ くもり」で 、病め
る人達 の 「こころ」 と 「か らだ」 を しっか りと受 け
とめることで あります。
個 々の症状や疾 患 に目を奪 われて仕 舞 う、診療技
術 中心 の浅薄 な職 業人 ではな く、病気 にさい なまれ
ている患者 さんの全体像 を 「そこはか とない」思い
で、や さしく包み こんであげることの出来る医師 に
なって ほ しいのです。
「医療」 はま さに 「包括医療」 とい う言葉 によっ
て表現 され るよ うに、ただ単 に診療 し、直後 リハビ
学 長 清 水 哲 也
リテー ションを行 うとい ったコ ンセプ トか ら、予防
医学、社会的 リハ ビリテー シ ョンまで も含めた概念 、
っ まり保健 、医療 、福祉 まで をも総合的 にその視程
の中 にとらえる考 え方 が強 く求 め られてお ります。
したがって 、新 しい時代 に対応 するため には、看
護要員 などのコメデ ィカル スタッフはもとより、包
括医療 にたず さわる全ての構成員 か ら全幅の信頼 が
寄 せられ るチ ーム リーダーの資 質 もまた強 く求 めら
れ るのです。
釈迦 は、人生 とは4つ の苦 しみを伴 う旅路 である
と説いてお ります。 それ は生 きる苦 しみ、老いる苦
しみ、病む苦 しみ、そ して死ぬ苦 しみだ と申 してお
ります。
その苦 しみの旅路 の全て に正面 か らアプローチす
るのが医師である といえま しょう。
ただ単 に病院 の中だけで 、手術 を した り、処 方を
するとい った従来型 の医療 から、老人保健施 設、老
人 訪問看護 ステー シ ョン、在宅介護支援 セ ンターに
至るすべての施設 の機能 にかかわりをもって きます。
これ に対処 す るため には、激変す る社会事象 に対
して、常 に鋭 い洞察 力が要求 され ます。
今 、わが国 は出生 率の激減 と世 界一 の長寿社会化
とい う二っの人]動 態 によって、超 高齢化社会へ、
人類文明史 上、 ま さに類例 のない スピー ドで突入 し
っつ あ ります。 フランスが115年 、 スウエ ーデ ンが
85年 を要 した推移 を、わが国 は、 わずか25年 で迎 え
よ うと してい るのです。31年 後の2025年 には国民の
4人 に1人 が65歳 以 上の老齢 人口で 占め られよ うと
してお り、 した がって患者 の2人 に1人 は65歳 以上
とい う事態 が予測 され、現 在、80万 人 に達 して いる
寝 た きり老人の数 も、2025年 には約3倍 の230万 人
に達 するで あろ うと推定 されてお ります。
かかる社会事象の 「激 変」動向 に対 して医療人 と
して即応 可能 なcapabilityを 是非 とも身 につ けて下
さい。
病 める人 、老 いた人達 に対処 する、ゆるぎない基
本概念 は、心身相関の観点 に立脚 した そこはかとな
い 「思 いや り」、 「慈 しみの こころ」で あることを
再 度、強調 して、皆 さんへの 「はなむけ」の言葉 と
いた します。
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旭川医科 大学第16期 卒業生のみ なさん、学士学位
記取得 おめで とう。 どんな巡 り合わせか、あなたが
たの担当教官 となりま した が、 この2年 間禄 な対話
の機会 も作 らず、世 のだめ親の ようにた だ勉強 しろ、
欠席するなと言 った程度で終 って ∫いま した。あ な
たがたには何 とも気 の毒 な始末ですが、これ も世 に
いわれる一期一 会、お互 い本学 でえた貴重 な縁 を大
切 に した いもの と希ってお ります。兎も角、全員揃
っての卒業 は嬉 しく、心か らお祝 い巾 しr.げ ます。
卒業 とい うこ とで6年 間あ るいはそれ以 上の本学
学生生活 を振 り返 り、どのよ うな感慨 を懐 いてお ら
れるので しょうか。後 を振 り向 くよ り、む しろ 目前
の国試 を想 って胸 を塞 らせ、あるいはその先の医師
と して臨床 に直接触れ るこれか らの毎 日や自由な研
究生活 に思 いを馳 せ、期待 に心 を踊 らせてお られる
ので はないかと思 います。
卒業 とい うとわた く しには小学pn歌 「抑 げば尊 し」
のメロデ ィが浮 び、女生徒 が鼻水 をすす り、肩 を抱
き合 う田舎 の尋常 高等小学校 の卒業式 の情最 が思い
出 され ます。 この メロデ ィは陰気で寒々 と した スコ
ッ トラン ドで育 まれた とされてお りますが、第2次
大戦の開戦 を前 に した暗 く貧 しい「1本で、住 む人 々
の情感 にいかにもぴった りしていた ように思 い返 さ
れます。学校 とい う特 別に保護 された施設 か ら出 さ
れ、何 かわからない恐 し気 な世 間 に取 り込 まれ る、
その未知への'麗れ 、あ るいは悲愴感 といった もの が
子供心 を強 くゆ さぶったので しょう。 いずれ に して
も過去 に引 か され る方がより強 く、力を溜 めて未 来
に向って 勇躍 す るとい うよ うな雰 囲気で なかったこ
とは確 かです。
その当時 から5～60年 が過 ぎた現在、 すでて がす
っか り様変 わり して しまいま した。何 よ りも経済的
な豊か さが往 時 と比 べよ うがない程で 、すべてがこ
れ に盤 きるよ うに思 え ます。 もはやスコ ッ トラン ド
民 謡の メロデ ィはそぐわず、卒業 は 「お わり」で は
なく 「は じまり」で あるとい うほんものの雰 囲気 が
味わえる世 の中 になった といえます。
この豊か な経済 力を基盤 に、医療 も38年 前 わた く
しの卒業時 には考えも及ば ない、ぜいた くと思 える
レベル にまで引 き上 げられ ま した。 ほとん ど津 々浦
々 まで行 きわたって いる高価 な診断機器 を駆使 した
患者データは、 とめ どもなく詳細 とな り、治療する
側 に溢 れんばかりの情報 をもた ら して お ります。薬
剤 をは じめ治療手段 ・技術の開発 も盛 んで、治療 に
当 って よ り多くの選択肢 が提供 されるよ うになりま
した。
もちろん、 この よ うにスピー ド豊 かな医療の展 開
は周辺科学の急速 な進 歩 に負 って いることはい うま
で もあ りませんが、 これ とて もわが国の経 済的発展
を抜いて は考 えられ ないことです。
ところで この医療 の充実 ・高度化 が患者 にもた ら
す恩恵の計 り知 れ ないことはい うまで もあ りません。
しか し、これ を単純 に喜 んで ばかりはい られ ません。
それ は当然 医師 の他 、医療専門職 一 コメデ ィカル ス
タ ッフの大巾な増 員 を不可欠 といた します し、患者
との より ・層入念 なコ ミュニケー ションを計 らねば
なりません。端的 にいえばます ます峙間 ・暇 と費用
のか さむ医療 になることを意 昧 して お ります。 それ
に対 して どこまで 、いっ まで わが国 の経 済事情 が裏
付 けで きるので あ りま しょうか、む しろ気懸 りにな
ります。
身近 な問題で もた とえば、余 りに詳細 な術前情報
が時 に適 応の決定 を迷 わせることになるとい う例 が
み られるよ うに、 あり余 る情報 に対 する適確 な処理
能 力がますます求め られ るよ うになってゆ くと思 わ
れます。 また、臓 器 ・組織の機能保存 あるいは推持
システ ムが発達 し、か っての難 手術 がどん どん容易
におこなえるよ うになって きてお りますが、それだ
けにより確 実 な手術 の実施 あるい は結 果が求 められ
ることなど、医療 の質が強 く問 われ る時代 になって
きてい ることを切 実 に感 じます。長 年米国で おこな
われて きてお ります クリニカルインデ ィセー ターに
よる医療 の質の保証 、あるい は改 善 とい う一種 の品
質管理 システ ムが形 を変 え、 自然発生的 に入 って き
つっ あるのかも知 れ ません。
み なさんのこれか らは、出席 をチ ェック され、試
験 を受け なが ら順次学 年が進 行 して卒業 に至った こ
れ まで の学生生活 と全 く異 質の ものであ ります。
何 よ りも 「は じま り」 はあ りますが 「おわ り」 が
あ りません。学生 で はなくプロ フェッショナルであ
ります。
研修期間 を除 き、明確 な指 導者 あるいは評価 を下
して くれ る者 はd'J'りません。強 いて挙 げれ ば、先輩
・同僚 ・後輩 ・患者あ るいは社会など、 あなた がた
の周 りの人 々すべて が指 導者で あ り、判定者であ る
といえます。 とりわけ患者 は最大の師 とい うことに
な ります。
いま、み なさん は横 ・線 に揃 って 、果 しなく遠 い
道 を歩む スター トライ ンにつ きま した。いよいよ出
発です。健康第一 に旭医出身の誇 りをもって、研讃
を積 まれ、 それぞれの領域で活躍 されるよ う心 から
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第16期 卒業生 豊嶋 恵理
初 めて真 っ白 な旭川空港 に降
り立 って か ら、早6年 がたちま
した。18年 東京で暮 ら していた
高校生 が、突然旭川 を目指 すに
至 った経緯 は他 愛の ない もので、
卒業 に辿 りつ くことがで きたの も諸方面 の温 かい御
声援 のお陰で す。 また、当大学 の卒業生 になれたこ
とを幸運 に感 じて います。
長 い学生生活の間 には、講義 と実習、 クラブ活動
や レク リエ ー ションなど、様 々 な出来事があ りまし
た が、文字通 り転 機 となったのは、5年 の冬か ら1
年間の臨床実習で した。 まず第一一に患者 さん との新
鮮 な毎 日の出会 いがありま した。泣 き じゃくる男 の
子 を必死 にあや した り、外来で涙 する女性 を前 に途
方に暮れた一一方、励 ま しのお便 りをいただいて元気
を取 り戻 したものです。第二 に相手 を して下 さった
先生方 の姿 が思い出 され ます。 お忙 しい中、労 を惜
しまず指導 して頂 きま した。特 に聴診時の態度 を注
意 された際聞 いた お話 に感銘 を受 けま した。 そ して
第三 に、何 よりも仲 間 に恵 まれ、 わがままな私 も何
一
とか実 習 を終 えることがで きたことは、 グループの
方がいたからだ と思 ってい ます。実習 に真剣 に取 り
組み、症例検討 は勿論のこ と、外来での空 き時間 を
チーム医療 について激論 を交わ し、カンファレンス
ルームで部活 のあ り方 にっいて討論 した り、打 ち上
げで進路 や将米の こと、教育 と医療への批判 、時 に
は恋愛 問題 について語 り合い、その都度7人 に出会
えたこ とを感謝 しま した。 まるで青春映画の ような
毎 日を送 って いた わけです。実 習中の祝 日を利用 し
て、5時 集合で緑岳 の紅 葉 を見 に行 った ことは、忘
れ られ ません。 グループ以 外の方も含 め、今後 はそ
れ ぞれの方向 に進 み ますが、共 有 して いた時 間をま
た一緒 に思 い出せ ることを願っています。
自分 が幸運で あった と感 じることが、 もうひとつ
あ ります。私 は機会 を与 えられて基礎 医学 講座 にも
お世話 になりま した。臨床 に進 む可能性の高い学生
に対 して非常 に親切 に教 えて下 さり、研究へ 目を向
ける好 機 を与 えて頂 いた両病理学講座 の先生 方 に、
この場 を借 りて御礼 申 し上 げます。本当 にあ りがと
うござい ま した。
最後 に なりま した が、係 って下 さったすべての方
に、感謝 を。
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第16期 卒業生 横浜 吏郎
6年 間の大学生活 を振 り返 っ
てみて、十分満足で きる結 果 を
残 せた ものが何 かあったであろ
うか。考 えても何 も思い浮 かん
で きません。
授業態度 は学年がLに なるにつ れて どん どん悪化
してい きま した。座 る場所 もどんどん教室 の後上 方
へ と移動 してい き、4年 生か らは後 ろの出入[か ら
2番 目の席 が私 の定位置 となりま した。(い っ も置
いて あった スポーツ新聞 は私 のもので す)
部活 も自分では結構練習 したつ もりで したが、そ
の割 には自分 の目標 とするレベル には なか なか到達
で きませんで した。後輩達 には、 「練習 しろ、練 習
しろ」 と怒 ってばか りの、 さぞか しうる さい奴だ っ
たことで しょう。
友人 や部活 の仲 間達 との人間関係で も色 々なこと
がありま した。楽 しかった思 い出 もた くさん ありま
すが、つ らかった思 い出 もや っぱ りあ ります。
何 事か に一・緒懸命打 ちこむ こともあ りま したが、
その10倍 くらいの時間はだ らだらと無為 に過 ご して
しまった気 が します。
「 一 皿
しか し、私 はこんな6年 間 につ いて それ程後悔 し
てはいません。親 元を離れての旭川 での生活 は、そ
れ まで の変化 の乏 しい日々に比べ ると、(少 し大 げ
さですが)ド ラマ チ ック なもので した。楽 しかった
ことも、辛 かった ことも、そ して とるに足 らないよ
うなことで さえも、少 しずつ私 の中 に経験値 と して
貯 えられて きたよ うに思 います。社会の中 に{Jけ る
白分のポ ジションやマナーといった ものが、 この頃
や っとわか りかけて きた よ うで す。ただ、物事 を多
面的 にみ ることがで きる力をつ ける為 に、 もっと様
々な ことに挑戦 してお くべ きだ った。今振 り返 って
思えばこのことが大学生活 における、一番 の反省点で
あり、これからの私 の人生 における課題でもあります。
我 々6年 生 はい よいよ医師 と して研究者 と して社
会 に巣立ってい くわけで すが、これ からも様 々な困
難 が待 ち構 えてい ることと思 います。 しか し私 は、
それ らを乗 り越 えていく うえで今 まで少 しずつ貯 え
て きた経験 が きっ と役 に立つ と信 じてい ます。皆で
支 えあって きつ い階段 を一歩一歩 のぼ りつ めていき
ま しょ う。
最後 になりま したが、私 を長い間バ ックア ップ し
て くれた家族 の者達 、先生方 、友人達 、先輩後輩達 、
職員 の方 々に本 当 に感謝 したいと思い ます。そ して
これ からもど うか よろ しくお願 い します。
灘 灘鎌馨繍灘 灘ll雛灘 灘羅灘
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入試 のため に旭川 に初 めて来
・ ガ 、 た]、 大学 の周辺 を少 し歩 いて
1、 みたので すが、 その時 どうい う
1
わけか、 い きなり道に迷 って し
まった とい う思 い出があ ります。
雪 の多い年 だった ら しく、道 の両側 に雪 の壁 がそび
え立って いて、 「このまま帰 れ なくなるか も しれな
い。」 と、本気で不安 に思 ったのが、 まるで昨 日の
事のよ うに思 えます。
あれから、今 日で ち ょうど6年 になりますが、大
学の周 りも随分 変わって おり、時間 の流 れ を感 じさ
せ られます。 そこで 、今改 めて振 り返 ってみ ると、
残念 なことに私 には、大学生活で こん なことをや り
ま した、と胸 を張 ってここに書 けるよ うな事 は特 に
無 いよ うな気が します。 そうはいって も、毎 目無我
夢 中で過 ご して きた なかで、色 々な友人や先輩 、後
輩 と出会 った り、一 人暮 ら しを して苦労 してみた り、
皆であちこちへ行 った りと、小 さなことながら、た
くさんの経験 をす ることがで きま した。6年 間、派
5
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手 な出来事 はなかったけれど、こん な毎 日の積み重
ね が、私 にとって大切 な財産 になってい るのだ と、
(月並みだ けれ ど)思 ってい ます。
又 、私 は4年 生 からプ ラスア ンサ ンブル部 に所属
していたので すが、そこで も貴 重 な体験 をす ること
がで きま した。何 か一・っ の曲 を演 じる ときに、みん
なが何気 なく音 を合 わせてい るうちに、自然 に合奏
に なって ゆ く、とい うことが、特 に大 きな感動で、
私 の大好 きな瞬間で した。部活動以外 の場で も、た
くさんの仲間 と一 緒 に何 かをや る、 とい う機会 が多
くあ りま した。皆で ・つ の事 をや りとげた時 の満 足
感 は例 えよ うもな く、又、自分 がその中 に参加で き
た とい うことを大変 うれ しく思 い ます。
人学 当時 はダ ンボール箱5つ 分 の荷物でや って来
た のが、今で はその何倍 もの量 になっています。 し
か し、私 の本当の ミ財産 ミは、 それよ りもず っと多
く、豊 か なもの になった と信 じてい ます。
6年 間 、色 々 な事 があり、悲 しい別 れ もあ りま し
た。で も、今振 り返 ってみ ると、こん な6年 間 を送
れて良かった、と思 うことがで きます。今後 も、ここ
の職 業 を選 んで良 かった≧ と、最 後 に思 えるよ うな、
医師 と しての道 を歩 んで ゆ きたい と思 ってい ます。
大学に赴任 したころに読んだ本
寄生虫学講座
最終講義 を終 え、雑誌 、図書 を充実 したい とい う
東京の 「目黒寄生 虫館 」 に寄生 虫学の本 を寄付 する
ために荷造 り してい ると、20年 以前が蘇 って くる。
休 憩 して 多出富雄教授 の 『免疫の意 味論』 を開 き、
第11章 「免疫か らの逃 亡」 のなかの 「マ ラリアの ト
リック」 と 「寄生 虫 と人間」の部分 を読んでみる。
1973年 の夏 に日米 医学協 力会議 の中の寄生 虫病部会
がカ リフ ォルニアのア シロマ会議セ ンターで開催 さ
れ、日本 からの幹部5名 、会員3名 中の ・人と して
参加 した。他 の会員 は当時 千葉大学 の病理学 にいた
多田富雄講師であ る。寄生虫学教室の横川宗雄教授
が、有 力な研究者 と して参加 をお願い した。演題 は
「日本住血吸 虫感 染猿での免疫複合体 腎炎 の誘導」
で あった、 も う一 人は鹿 児島 大学の尾辻義人講師で
フィラリア症 の後遺症 と して有名 な陰嚢水腫 と違 う
長 さ58cm、 最大周囲77cmの 邑大 な陰茎陰嚢 象皮病 の
症例 を紹介 して、米国研究陣 を驚 かせた。
その前年、1972年 秋 に旭川 医科 大学 に内定 のとき
出版 された内村祐之 『わが歩み し精神医学 の道』 は
私の愛読書で ある。北大医学 部長 の今裕教授 に招聰
され、恩 師の呉秀 三教授や父君の内村鑑 三に勧め ら
れて北大精神科の教授 になったのは1928年 、30才 の
ときであ る。東大 から石橋俊 実、北 大から相川1E義
の両氏 と教室開設 の準備 に努めたことが述 べ られ、
ある頁では 「生 まれて初めての北国 の生 活 はひどく
楽 しかった。朝 日に輝 く清浄 な雪景色、 ライラック
薫 る初夏 のころの すがす が しさ、こ うした 自然 もさ
ることなが ら、純朴 な北国 の人の心 に触れ ることは
東京のよ うな人都 会で は、とて も味 わえぬ経験で あ
った。…… とくに教授 会全体 が、実 に気持 ちの良い
支持 を与 えて くれたのである」と語 ってい る。 さら
に 「アイ ヌの比較精神医学」 、東大へ転任 と苦悩 、
戦時体験 、そ して勿論 クレペ リン、ヤスパー スなど
の学風、帝銀事件 、学 会の盛衰 、定年退職以後 な ど
に及ぶ。私の恩 師小宮義 孝先生の一一高 ・東 大の2年
先輩で同 じ医学 者の自伝 は、流麗 な文章 で北海道 を
称 えてお り、赴任 当時 の私 の感慨 と同 じで あ る。
附属病 院の背後 に真紅 の太陽 が沈んだあ と、燃 え
るよ うな夕焼 け雲 が全面 の空 に広 がってい る風景 は
東京で は見られ ない もので、 いつ も見飽 きない。
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赴任 当時の私 は20年 間の研究所生活 を終 えた直後
で、大学 の講師、助 教授 の経験 がなく、 また北海道
の寄生 虫症 にっ いて も詳 しくなかったので 、教材の
準備 、研究の出発 に当たって模索 していた。 ご時勢
なので宇井純氏の 「大学解体論」3篇 などの過激 な
本 も瞥見 し、 「医療社会化 の道標 」 なども読 んだ。
実際 に強 い興味 をもって読 んだ多 くの本 のなかには
『生 命現 象 を探 る ・生化学 の創始者た ち』 と
、同様
の中央公論社の自然選書の中の 『犬才の精神病理 、
科学的創造の秘密』 があ り、熟読 した記憶 がある。
前者 はセ ントー ジェルジか らワール ブル グの6名 、
後者で はニ ュー トンか らノバー ト ・ウ ィーナーまで
の著名 な6名 が描 かれて いる。セ ン トー ジェルジは
軍務 と研究願望 の葛藤 のため左手の骨 を銃で打 ち、
研究所 に戻 ったが生体実験 に反対 して マラリア流行
地 に送 られた とか、ケイ リンは寄生 虫学教室の助手
と してケ ンブ リッジの初代寄生 虫学教授ナ ッタルに
採用 され、戦時研 究 と して蝿幼虫寄生 の原生 動物 や
風の研究 を したな ど、寄生虫の話 が出て くる。
しか し 「科学的 業績 を生み出 してゆ く個人的人間
の ドラマ」の主人 公の精神病理 学 に対 する私の興味
は強い。特 にルー トヴィヒ ・ヴ ィトゲ ンシュタイ ン
の生涯 に圧倒 され る。 いかなる帰属意識 も拒 否 した
「境界人」 の父 カールがすべての子供 に徒 弟の技術
習得 を強制 したので 、実科学校 に進 んだ少年時代 を
過 ご している。青年期 に完成 した 「論理哲学 論考」
が父の経済評論の文体 に似 てい るとか、遺 産 を拒否
して リルケなどに与 えたパ トロ ンの気分 も父 に似 る
などは、理解 しや すい。 しか し哲学 を放棄 して田舎
の小学校教師 や修 道院の園丁 になる痛 ま しい病跡 、
彼 の論理学 における重要 な発 見と 「日記」、戦地で
勇敢 に戦 いながら 「被造 者体験 」を経験 して回心 し
危険 な絶頂感 があった ことの内容 や、引用 されて い
る文章 の意味 は、難 しくて私 には理解で きない。
これ らの 本を読むのは、学生 に語れ るような優 れ
た病跡 がないか ら、あらまほ しき疑似体験 の材料 と
しているもの と思 われる。い くら自分 が平 凡で も、
目標 や反省の相手 が平 凡 な人で は全 く効果が ない。
「天 才の業績 は病跡 に通 じる」 と、これ らの科学者






昭和51年 に教 室 を開設 して から18年 の歳 月が流 れ
去 り、いつ しか定年 を迎 えた。無 我夢中で走 り続け、
気 がつ いてみ ると18年 経 っていた とい う感 じで ある。
その間 、多 くの人 との出会 いと交流 があ り、 さま
ざまな事 に遭遇 した。 ともか く旭川 医大で過 ご した
18年 間は、私 にとって思 い出深い有意義 な人生の ひ
とこまで あった。 よい人 たちにとりまかれ、助 けら
れ、励 まされて今 日に至った。感謝 の気持で いっぱ
いである。退官 にあた って、 まず最初 に何 かとお世
話 になった 多くの方々 に心 か ら厚 くお礼 申 しあげた
い 。
●教室づ くりを振 り返 って
大学の臨床講座 は、教育 ・診療 ・研究の三つ を全
うす る使 命がある。 この 三本柱の比重は同等で あ り、
いずれ も重要 だ。新 しく教室 をつ くるとい うことは、
苦労 は多いが自分 の考えで思い切 ったことがで きるの
で 、好都 合で あり張 り合いがあった。私 は開講 当初
か ら新 設大学 だとい う甘 えた気持 は抱 くな、十分 な
設備 がなくとも、r二夫すれば研究の仕 方はい くらで
もあると言って 、積極 的 な行動 をとって きた。教室
員もそれに応えて よく頑張 ってくれた。数 年た って関
連 する学 会 における教 室の数 々の発表 は、 「北風旋
風」 と言われ注 目 され るようになり、 もはや新設医
大の教室 とはだれも思 わなくなった。国際学 会や国
内学会で若い教室員 がばりば りシンポ ジウム などで
活躍 してい るのを見て 、他大学 の人た ちは驚異 の目
を見張 り、 「北風 が吹 きまくってい る」と言った。
教室員 には新設 の大学 だか らといって負 けて たまる
かといった気構 えがみ な ぎって いた。 それ にどんな
条件 下にあろ うと も、 その立場 において最 善 を尽 く
せば、おのずか ら道 は開 ける とい う体験 を通 しての
自覚(悟)は 貴重 なものであった。 この体験 はよい
意味での 自信 とな り誇 りにつ ながった。か く して10
年経 って、教室 はたえず勉強 し、発表 し、 よく論文
を書 くとい った雰囲気 が自然 の うちに培 われ、やが
て しっか りと根付 いた。教室 の伝統 とはこの ように
して築 かれてい くものであろ う。
当初10人 足 らず の教室員 も、今で は250人 を超 え
る大世 帯 となった。当大学の卒業生だ けで なく、各
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地 か ら人材 が集 まった。私 は教室員 に うる さいこ と
は何 も言わない。ただ それぞれの個性 を生 か し、能
力を引 き出 し、勉強 しやすい環境 をつ くり、いろい
ろなチ ャンスを与 え、 なんの心配 もな く研究で きる
よ うに して きただ けであ る。 これは教室員の苦労 に
比 べ る と楽 なも のだ。私 は いつ も好 きなことをや
れ と言 って きた ので 、教室 の研 究分野 は極めて 広
く、個性豊か な人材 が育 ったnこ れか らも各分野 で
大いに活躍 してほ しい願 って いる。
教育の面で は、人間性豊か な医者 を育て るにはど
う した らよいか を常 に考 えて きた。教室員 もよく学
生 のめん ど うをみ 、私 の教育 方針 に協 力 して くれた。
第 三内科のポ リクリは厳 しいとの評判 が伝 わって い
るよ うだが、立派 な医者 を育て るには教育において
厳 しさがあって当然であ る。生'卜可 な気持 では人命
をあず かる医者 にはなれ ない。信頼 され る医者 を目
指 すか らには、や は り厳 しい修練 が必要だ。
診療面 において は、心 身医学 に基づ く全人的医療
の実践 を目標 に して きた。研 究 において も診療 にお
いて も、なん らかの形で患者 のためになり、患者 の
幸福 につ ながるもので なければ ならないとい う行 き
方を基本理念 と して きた。患者1人 ひと りが生 きた
教科書 と思 い、あ らゆる感覚 をフル に活用 し、注意
深 く、 きめ細 かく観察す ることを習慣づ けて きた。
それ によって これ までい くつ もの新 知見 を得た。医
者 にはこの注意 力と歓察 力が極めて 大事で あ り、医
学生 のと きからそれを養 う努 力を してほ しい。
●理想の医師像
長 年医学教育 に携 って きて、 しみ じみ感 じてい る
私の理想の医師像 とは、①思 いや りの心 と謙虚 さ、
② 目に見えないものを感 じとる感性 、③ もののあわ
れ を感ず る情操、 の 二っ をあわせ持 った医師 だとい
うことで ある。② 、③ はかなり年期 を要 するが、①
だけ は若 い うちか ら身につ けたい ものだ。 それには
医学生 の時 か らの心構 えが大切であ る。
●誇 りをもって
旭川 医大 の学生諸君 、ど うか自分 の母校 に誇 りを
もってほ しい。 また誇 るに足 る大学 を築 きあげるよ














学 生 千 態
歴 史 教 授 原 田 典
本f卜3月 末[を も っ て 、本 学 を退 く こ と に な り ま
した 。 目 ド焦 眉 の 仕 事 を か か え 、 退 官 を迎 え て の 感
慨 に 浸 る い と ま も な く過 ご して い ま す が 、 広 報 誌 編
集 小 委 員 会 よ り 本 稿 を 依 頼 され て 、 っ か の 間 の 回 想
を呼 び 起 こ す き っ か け を 与・え て く れ ま した,,
本 学 に お け る20年 と6か 月 は 、 そ れ こ そ 火 事場 の
よ う な 倉 掌 の 開 学 を 始 め と して 、 す べ て 忘、れ 難 い 想
い に 包 ま れ て お り 、 ま た 、 先 輩 、 同 輩 、 当 務 や 病 院
の 方 々,そ れ に 学 生 諸 君 と 、 影 くの 良 き 人 々 に め ぐ
り 合 い 、 捌lil話 に な り 、 楽 し く 、 そ れ な り に 充 実 し 、
満 足 し う るfl々 で あ っ た と 、 感 謝 して い ま す 、,
中 で も 、 ふ っ ふ つ と楽 し さ を 想 起 さ せ て く れ る の
は 、 学 生 諸 君 で す 、,毎 年 、 入 学 直 後 に配 布 さ れ る 、
人 学 生1固 々 の 写 真 を張 り 合 わ せ た コ ピ ー を 、 何 時 も
r許 に 置 い て あ り ま すC,現 在 、21期 生 まで2,303人
の 多彩 な顔 が 並 ん で い ま す 。 極 く少 数 、 入 学 直 後 に
退 学 した 学 生 も お り ま す が 、 今 まで こ れ だ け の 学 生
諸 君 と 接 した わ け で す 、,そ して 、 小 さ な 大 学 で す か
ら 、 顔 を 合 わ ナチ ャ ン ス も非 常 に 多 し㌔ ま た 、 こ の
・J・生 の'与:真巾rに 【まち レっ と糸田Tをhし て あ り ま す 。
コ ピ ー を 入 手 す る と す ぐ 、 名 前 の 下 にILIII身地 や 出 身
校 な ど を 書 き 込 ん で い ま す 、,そ の 後 時 に は 、 「病 気
入 院1と か 、 「ア フ リ カ 行 」 と か 、 「ii医 体001
位1な ど と 、他 人 か ら 見れ ば他 愛 の な い こ と を メモ
る こ と も あ り ま す,,声 を か け た り か け ら れ た り 、 便
り を い た だ い た り 、 あ る い は あ の 松 葉 杖 を つ い て い
る の は 誰 だ.,た っ け 、 な ど と 、 名 前 と 顔 と が 一 致 し
な い 場 合 は そ の 都 度 直 ちに 、 この 写 真 帳 で 確 認 して
き ま した 。 で す か ら こ れ は 、 小 生 と 学 生 諸 君 と の 間
を結 ぶk切 な媒 体 で した 、,年 と共 に 老 化 の現 象 あ ら
わ と な り 、 利 用 頻 度 は 高 ま る ば か りで す 、,在 学 生 の
み な らず 卒 業 生 に関 して も 、 風 の 便 りで も 耳 に す る
と 、1司 じ よ う に こ れ を引 き 合 い に石窪か め て い ま す 」)
で 、 は な は だ 調 法 して い ま す が 、 早 い 期 の 分 は 相 応
に ボ ロ ボ ロ と な っ た の で 裏 打 ち し ま した 。
研 究 室 や 京 庭 に 訪 れ て くれ た 人 た ち 、 食 堂 や 廊 ト
で お し ゃ べ り を した 人 た ち 、 コ ン パ で 壮 快 に 談 じ合
っ た 人 た ち 一 こ こ で 殴 り 合 い の 喧 嘩 な ど を した と い
う今 も 一・て 葱1鬼 に堪 え な い こ と も あ り ま した け れ ど
一
、 多 く は 、Lvく は愉 快 な こ と ど もで した 、,声 を掛
け られ る こ と に煩 わ し さ を 感 ず る 人 も い て 、 迷 惑 を
か け た か と 気 が 讐 め る こ と も あ り ま した が 、 本 性 オ
ッチ ョ コ チ ョ イで 楽 天 的 な も の で す か ら 、 し ゃ べ り
た が り や の 性 癖 は と うと う直 り ま せ ん で した 、,そ れ
あ 　
で も 、 夏 ・冬 ・春 の 休 業 と も な れ ば 、 「餓 鬼 の 居 な
い 間 に 」 と ほ く そ笑 ん で 仕 事 に励 む の で す が 、 しか
し半 ば を過 ぎ る と なん と な く も の 佗 び し さ を感 ず る
も の で した 、
当面 す る 課 題 に ぴ る む 人 、 王貞末 な 問 題 に こ だ わ り
過 ぎ る 人 、 言 い た い こ と も言 え な い 人 、 自 ら の 世 界
に こ も り あ え ぐ人 、 そ の よ う な 人 た ち に 、 そ ん な こ
と忘 れ ろ!と か 、 開 き直 れ.〃 と か 、 酒 で も喰 ら っ て
ノA1-;y
寝 ろ.く〃と か 、 大 束 で 無 責 任 な こ と を 言 い 放 ち っ っ も 、
よ く ま あ 小 生 に似 た 面 を 持 っ 人 よ 、 と感 心 した り 考
え込 ん だ り して し ま う こ と も あ り 、 ま た 逆 に 、 川:の
多 く に無 頓 着 な 人 、 わ れ 人 に関 せ ず 人 わ れ に関 す る
を拒 む 人 、 ひ た す ら悠 悠 の 一語 につ き る 人 、 な ど 、
ま さ に 感 動 的 な 人 た ち も い て 、 折 り に ふ れ 啓 発 さ れ
る も の で した 、
歴 史学 は 、 す べ て 人 の 書 き遺 した も の を 素 材 と し
ま す 。 そ れ を 扱 う初 発 の 要 締 は 、 可 能 な 限 り 身 い た
人 と同 じ次 元 に 立 ち も ど って 読 み 、 感 じ、 解 釈 して 、
そ の 人 の 心 情 や 感 性 や そ の 状 況 を 汲 み と り推 し測 っ
て 、 理 解 す る こ と 、 と 考 え て い ま す 、 さす れ ば 多 く 、
感 情 移 入 され て し ら ず し らず に、 そ の 人 を"恋 う る"
人 に な ・って し ま い ま す 。 そ ん な こ と が 習 い 性 と な ・っ
て 、 現 実 に お い て も 、 人 を い ろ い ろ な側 面 か ら 眺 め
よ う と す る 作 用 が 働 く の か も しれ ま せ ん 、,と い っ た
ら 、 そ ん な こ と は 学 問 と無 関 係 で 、 お 前 の 単純 な 人
間 好 み の 感 傷 に過 ぎん 、 と批 判 した 仲 間 が い ま した
が 、 そ う か も しれ ま せ ん 、,
い ず れ に せ よ 、 多 く の 学 生 諸 君 と 出 会 い ま した,、
も ち ろ んnも 個 人 的 に 言 葉 を か わ す 機 会 の な か っ
た 人 た ち も お り ま す 。 しか し そ の よ う な関 係 と して
も'巳・に の こ り ま す 、,こ れ カ・らf妾も 、 や は り 手 言午に 縦
い て お く こ の 写 真 帳 を眺 め て 、 空 想 の 付 き 合 い が で
き る こ と を ひ そ か に期 待 して い ま す,,二F態 の そ れ
ぞ れ 個 性 を保 有 す る学 生 、 な ら び に学 生 で あ っ た 皆
さ ん 、 こ の20年 の 楽 しみ を 与 え て く れ ま して 、本 当





生理学第二講座 教 授 坂 本 尚 志
1
昨年3月 末 に国立岡崎生理学研究所 に転 出 された
初代森 茂美教授 の後任 と して 、本 年1月16日 付け
をもって千葉大学 より赴任致 しま した。
私 は本学2期 生 と して1974年 に人 学 して以来、 こ
の20年 の間 、アメリカ留 学 に2年9カ 月、千葉 大学 ・
医学 部に助 教授 と して3年9カ 月離れた他 は、旭川
において学生 、大学院生 、生理学第二 講座助 予、講
師と して在住 して い ま した。
20年 前 と今 、本 学および それを取 り巻 く周辺 は大
きな変貌 を遂 げてい ます。 しか し、 その中で20年 を
過 ご して きた私 には、ある日突然大 きな変化 が起 こ
ったので は なく、毎 日の日常的 な小 さな変化 を繰 り
返 して、今 日の姿 が出来上 がって きた様 に思 います。
現在、私 は神経生 理学の分野で、発声 の発 現機構 の
解析 を進 めて いますが、決 して は じめか らそれをテ
ーマ と していた ので はない様 に。
私 は研究 にあたって、主 に動物 モデルを用 いた実
験 を行 って きま した。一般 の人 には動物実験 とい う
と、 メスを振 り上 げた死刑執行 人のよ うな格好の研
究者 と、交通 事故 にあって内臓 が飛び出 して いるよ
うな動物 がイメージ されるよ うです。多少 の誤解 は
あるに して も、確 か に動物実験 とい うのは、一般の
人 にとって非 日常的 な行為で あります。 しか し、私
も含め、 かな り多 くの医学研究者 にとって は日常的
な行為で あります。
しか し、こ の日常的 とい う言葉 は なか なかの曲者
であ ります。人 それぞれ自分の過去 の経験 に基づ い
て日頃 の事象 を日常的 と判断 しています。従 って多
くの経験 を積むことは、判断の基準を広げますが、同時
にまた確固た る日常性 を築 き上 げるこ とになります。
研究者 とい うのは常 に新 しい ものを発見 して行か
なくては ならない宿命 を背負 っています。蟹 の横 ば
いでは なく、前 に進 むサイエ ンスを、と私 はこれま
での恩師達 から教わって きま した。確 かに、毎 日の
研究成果 を新たな着眼点 から見 ると、また違 った展
開が開 けることがあ ります。 しか し、それ は、い ま
まで培 って きた もの を否定す ることも厭 わない覚悟
がなくては、 なか なか出来 ない ことで す。 昨 日の常
識 が今 日の非常識 。気持 ちで は理解で きて も、終戦
の よ うな大 きな価値観の変化 を越 えて こなかった、
戦後 す ら しらない子供 であ った私 にはなかなか難 し
かったよ うに思 います。
正直 にいって、"個"の 確 立の未熟 な私 は、 自ら
を異 なる環境 に置 いて、"全 体"に 流 されて行 くこ
とが、最 も容易 に異 なる価値観 を持つ よ うになる近
道 と思 って い ます。私 は、大学院時代 、短期 間で は
あ りま した が他 大学の研究室 において勉強す る機 会
を得 ま した。学位 論文 となった神経細胞 内記録法 の
勉強 のため に筑波 大学、電気泳動法 のため に富山医
科薬科大学 、慢性細胞 外記録法 のために東京医科歯
科大学 、そ して最 後 に東京大学脳研究施設 へ と。ま
た 卒後 はロ ックフェラー大学 におLいて 大脳皮 質の研
究 の機会 にも恵 まれ ま した。いずれ も時 が くれば、
旭川 に戻 る場 合であ ったので 、離れてみ ないと分か
らない ことがあ るとは言 われて も、 その時 々 にはな
か なか実感 は出来 なかった様 にも思います。 しか し、
時 を経 るにつ れ、単 に新 た な研究手法 や人 との出会
いのみならず、発想 の転換、日常性からの脱皮をするた
めの大 きな経験 をすることが出来たと感謝 しています。
4年 前、旭川 を離 れ、千葉大学 において 新 た な気
持 ちで教育 ・研究生活 を始めた際、 これ もまた日常
性 からの脱皮 と思 い、常 に新 たな気持 ちを心 がけ ま
した。 しか し、 ともすれば日常性 に埋没 しでrしまっ
て いた のも事実で した。石 の上 にも三年 とか、住 め
ば都 とか、 日常性 に埋没 する方 が実際の暮 ら しで は
楽 なよ うに言われ ます。また、齢 を重ね るに連 れ日
々の過 ぎ行 くの も加速 し、あっと言 う間 に新 しい環
境 に適応 して しまい ま した。この度、1月 か ら赴任
して、マイナ ス25℃ とい う、本州 の人間 ならば、と
て も住 め そ うにない と思 う旭川 の冬 の暮 ら しを知 ら
なかった訳で はあ りません し、4年 前 まで居 た所だ
と、た かをくってい ま したが、これ が大間違 い。多
少暑 くて も死 ぬ ことは ないが、寒 さは命 に関 わると
痛感 している毎 日で す。
母校 とい う私 にとって ある意味で"日 常"で あっ
た場所 に戻って きて、新た な気持 ちで研究 、教育に
精進 しよう身構 えてみて も、日常性 からの脱皮 を日
常的 に考 えなくては なら ない毎 日です。 どうか、 日
常性 に埋没 しそうな私 に皆様 のご指 導、 ご助 言をお












局 員の ご理解 によ り大学院 に進学 する機会 を得 るこ
とがで きま した。基本的 な臨床研修 の後 、第2年 間
に渡 って生理学第二講座 にお いて上気道 の呼 吸生理
につ いての研究 を致 しま した。実験 ばか りで なく様
々な経験 を多 くの先輩 とともに得 ることがで きた こ
とは現在 の私 の研究 における基礎 となって お ります。
大学院卒業後、市立稚 内病院 に勤務 いた しま した。
大学病院 とは全 くことなった環境 において責任 をも
って診療 を行 なう立場 を経験 し、臨床医 の難 しさを
痛感 いた しま した。様 々な患者 を毎 口診療 するなか
で、現在盛ん に叫ばれているinformedconsentの 重
要性 を自分 なりに認識 することがで きた ものと考え
てお ります。
昭 和63年6月 にはい くっ かの幸運 が重 なり、米国
一=
Rockefeller大 学 のMiller博 士 のもとで嘔 吐 反射
(上気道 も関 与す る)に ついての基礎的研 究 に参加
することがで きま した。大学 院生の時 に扱 った呼吸
ニ ューロ ン活動 の記録 ばかりで なく、様 々な電気生
理学的手法 、薬理学的 手法 を駆使 して、一つ のテー
マ の解 明 を試みる様 を目のあた りにすることがで き
ま した。 また、自分 自身 の研 究面 における進 歩は も
ちろんであ りますが、異 なる文化 、環境 の中で生活
したことや国内外 に多 くの友人 を得 たことなど、留
学 を通 して貴重 な財産 を得 ることがで きたと考 えて
お ります。得 られた経験 を教室員の仲間 と少 しで も
分 かち合 うことで生 か して いければ と考 えて おりま
す。
この 度、講 師 に任 じられ、診療 、研究 のみ ならず
教育 の 一端 も担 う立場 と なりま したが、 その大役 を
考 えますとはなはだ心細 く思 うばかりで す。講義 の
準備 をすれ'ば、い かに自分 の知識 が乏 しく、また断
片的で あるかを再認識 し、嘆いているあ りさまです。
い ささか開 き直 り気昧で はあ りますが、講師 を拝命
したことを勉強 す る機 会を得た ことと して受け取 り、
誠心誠意努 力す る所存で あ ります。今後 とも、何 と
ぞよろ しくご指 導 ご鞭健 を#s願 い申 し上 げます。
■ 第一内科 ■
、、　1冒帆 も、』 、諾 も1甜 耐
箭原 修
自己紹 介 と神経内科の ことを
述 べ させて頂 きます。
生 まれ は旭川 で、実家 が大 正
橋 や神楽岡公園か ら歩 いて10分
ぐらいの所で した。私 にとって
幼 い記憶の中の神楽 岡は、町内
の仲 間と木造 りの大正橋 を渡 り、崖 を登って山椒魚
もどきを捕 りに出 かけた り、r.川 神社の境 内の裏で
栗 を拾 った場所で した。 その ころの岡は人 が住んで
い る気配 は全 くな く、現 在の様変 わりを想像 で きま
せん。天気の良い 日には、実家の屋根 に座 って旭岳
を眺 めますと、山腹の避 難小屋 をも望む ことがで き
た と憶 えて お ります。
昭和48年 に北大医学部 を卒業 し、神経 内科 を した
く思 い母校の第一 内科 に人 りま した。2年 間の呼吸
器、循環 器と ・般内科の研修後 、恩師で ある村尾 誠
教授 の勧 めもあって、東大神経 内科で神経 内科学 、
東京都養育院付属病院(現 在東 京都老人セ ンター)
で脳血管障害 を若 い時期 に勉強 させて頂 きま した。
この ころ に御指導 項いた多 くの先生 方の価 値観 が私
の医師 と しての生 き方の礎 になっているよ うに思 い
ます。
昭和55年 に小野 寺教授 の旭川医大第 ・内科 に移 り
ま した。循環 器や呼吸 器のなかでfiと して神経内科
の疾患 を診て、十数 年が経 ま した。神経内科 を志す
仲間 も4期 生 か ら入局 し、現 在10人 の仲間 になり、
5人 は神経 内科専 門医 になって います。神経内科 と
しての関連 病院 は小野寺教授の ときに国 立療養所道
北病院 、菊地教授 になってか ら国立療養所 名寄病院
を作 って頂 きま した。 また勉強 会も現 在旭川神経談
話 会、旭川神経抄 読会、神経 を診 る会、脳循環内科
セ ミナーと少 しずつ神経 関連 が増 え、道北病院 や名
寄病 院の神経内科 の先生 方 と症例検討会 もで きるよ
うになりました。 この間、英国 のロ ン ドンにある王
立 神 経 研 究 所(lnstituteofNeurology,Queen
square>とGuysmedicalshoolでN-CAMのin
situhybridizationを 勉強する機会も与 えられました。
平成4年9月 よ り、小野寺教授 か ら菊地教授が教
室 を主宰するよ うに なり、教室のテーマで ある総 合
的 な循環 器(心 、肺 、腎、脳)に 教室作 りが始 まり
が始 まりま した。 平成5年12月 に講師 にな り、教室
の若い先生 方 と ・緒 に、新 しい 目標 に向 かって頑ば




講 師 に 昇 任 し て ス キ ー 教 室





こ の た び 、 吉 田 晃敏 教 授 の 御
高 酉己に よ り12月15日 付 け で 講 師
に 就 任 い た し ま し た,
看ム1‡日/)X1157fT礼1こ11Ll其月声仁と して'
本 学 を 卒 業 後 、本 学 の 眼 科 学 教
室 に 入 局 し ま した 、、眼 科 医 と し
て3年 間 の 初 期 伊F修 を 糸冬え た 後 、網 膜 硝 ゴ・体 疾 患 に
興 昧 を い だ き 、 專門 的 な臨 床 経 験 を つ む た め に 京都
大学 医 学 部 眼 不こ1学教 室 にlf卜 間1刊内 留9'1たい た し まL
た,、II"和62年 に は 海 外 留 学 の 機 会 を'ノ・え ら れ 、 米 国
ボ ス ト ンiifに あ るHarvard大 学 、 網 膜 財[,堀眼 研 究 所
のTrempe教 授 の も 、とで2年 間 網 膜 硝 一ヂ体 疾 患 の 臨
床 研 窩 を 行 い ま したrlそ こ で'は約3000f列 の 旭k者 さ ん
の 硝r・体 為特 殊 な レ ン ズ を も ち い て 観1察 し、 「司時 に
'与:真に記 録d'る5二 と に よ り
、 さ ま ざ ま な網 膜 硝 一1"・体
疾 患 の 病 態 生 理 に お け る 硝 デ・体 、特 に 後 部fi肖」㌃体 剥
離 の 役 割 を 検 、;ナい た し ま した 、.な に ぶ ん 初 対 面 の 患
患 さん を 検 疏室 へ 連 れ て 行 き、 ウで語'で 検 査 の 説nyを
お こ な い 、 検'藍終J'後 に は 診 察 室/＼ 戻 す と い う ・連
び)f乍業 昏 ・人 で 行 わ な け れ ば な ら'ザ 、留 学 当 初 は ～令
や 汗 を か く こ と もあ り ま した 、・ そ0)後 、 石肖子 体 を 毎
目 雀見察 して い る う ち に 、 どび)よ う な メカ ニ ズ ム に よ
り相肖tイ本 にり丙rlく」変 イヒカこお こ る の か と い う疑 問 力も1・つ
ぷ'り と沸 い て き ま した.・;'}い 世 界 一 の 規 模 を ほ こ る
ii艮科 研 究 所 で す か ら 、 臨 床 ば か り で は な く 基 礎 研 究
部 門 も 充 実 して お り ま した の で 、臨 床 研 究 の 合 間 に
生 化 学 研 究 室 の(二hakrabarli教 授 の 指 柔竿を う け 、 硝
f・体 び)生化 学1内 な 研 究 を 行 う こ と が で き ま した 、 こ
の留 学 以 来 、1硝f二 体 の 液 化 、収 縮 、 後 部 硝 子 体 剥
離 の 臨 床 と生fヒ 学:的 な メ カ ニ ズ ム の解H月1が 私 の 研
究 丁 … マ と な り ま した 、 さら にr成4年 に は 、 占 田
孝剣受σ)御1ゴ1・酒己1二よ り 文 剖1省 在 外 石斤究 員 と し て 十4度 同
研 究 戸斤で 研 究 を す る 機 会 を 与 え ら れ 、 フ リ ー・ラ ジ カ
ル に よ る 石肖子 体 液 化 の メ カ ニ ズ ム に つ い て0「)研 究 を
お こ な い 、 現 在 も 本 学 に て 続 け て お り ま すrI
眼 科 学 教 室 も 医1。)員 が 増 え 、 私 が 入t'ofした 頃 と は
隔 世 の感 が あ り ま す 、,今度 は 私 自 身 が 後 輩 を 指 導 す
る 、尻場 と な り 、 身 が 引 き 締 ま る思 い で す,、 今 後 も 当
教 室 の テ ー マ で あ る網 膜 硝 子 体 疾 患 の 病 態 解 明 と 治
療 を よ り 発 展 す べ く5力 す る 所 存 で す の で 、 御 指 導 、
御 鞭 捷 の ほ ど よ ろ し くお 願 い 申 しLげ よ す 。
今 年 度 も12月2〔 〕L{(月i21H(火)び)両 日 、恒 例 の ス キ
ー 教 室 が 、 外1刊 人 留 学 生4名 を 含 む19名 ぴ)学生 の 参
加 を 得 て 、.ir:ス キ ーr;で 実 施 され ま した0`
初 〕 は 、 午 後 か ら初 級 ・中 級 ・ ヒ級 の3班 に 分 か
れ 講 習 、 夜 に は 講 師 及 び 外 匡1人留 学 生 を匪1ん で 懇 親
-:が 開 か れ ま した 。
2日iiよ 午 後3時 に ス キ ー場 許・発 っ ま で 講 習 が 行
わ れ 、i.,T-.F.名残 惜 し く ち ス ギ ・・場 を 後 に し ま した 、,
(学 生 課)
ク リス マ ス=コ ンサ ー ト
室1勾 合 奏 団 と 含ll昌}キllによ る ク リ ス マ ス コ ン サ ー ト
が12月20日 〔1】〕・22目 〔水〕そ れ ぞ れ 病 院 ロ ビ ー で'行 わ れ
ま した 、
こ の コ ン サ ・一ト は 日頃 の 練 習IJ文果 を 発 表 す る と と
t,に 「人院 生 活 を 送',て い る 患 者 さん の 励 み に な れ
ば[と こ、の 時 期 毎 年企 画 さ れ て い る も の で 、 ロ ビ ー
に は 人 院 患 者 、 看 護 婦 、 医 師 な ど 約100名 が 詰 め か







































平成5年 度 入学式(於 体育館)
し新 人生!0(〕 名
新 入 生 研f1峯
(方冬 第2・ 一一4
う ち 女II・学 生35名)〕
一:ミ ナ ・一室
、 和 室)
新 入 生 研 修
2311[ケ ミt'巾「虞1'家β∫k馬灸r†↑各者ILノ 乏








第19回 医 大 祭
テ ー マ:〔 ド光 陰 矢 の 如 し」






成 績:準 確 式 野 球 優 勝
与}-」二糸惹16イ 立 、 女 一」二系惹r†13イ 立
第36回 東ll本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会 夏 季 大 会
( .r.校 順 天 堂 大 学)
〔イく学 参 加 種 目 〕 陸 ヒ競 技(男 女)、 準 硬 式
野 球 、 テ ニ ス(1月 女)、 ソ フ トテ.二/,(男 女)、
卓 球 σ月 女)、 バ レ ー一,,-i:一ル 〔男 女)、 バ ド
ミ ン ト ン(男 女)、 ザ ッ カ ー 、 ハ ス ク ッ ト ポ
ー ル(男 女)
、 柔 道 、 剣 道 、 弓 道 、 空 丁＼ 水
泳(男 女)、 ゴ ル フー 男 女)、 馬 術
成 績:ソ フ ト テ ニ ス(女)準 優 勝
卓 球(女)準 優 勝
バ ド ミ ン ト ン(男)準 優 勝
弓 道 準 優 勝
コワレフ3工 塗
総 合4位
、TろF∫文5fr圧 芝糸内'i'・エ境(〃 全 本'句1∫:糸内'1「}・'};`:)
8月
8月 笛36回 束11本 医 科'1∫2生総 合体 育 大 会 冬 季 大 会
3月(L奮q;季 交 目 本 医 示こト大'』j∫⇒
〔本 学 参 加 種 目 〕 ラ グ ビ ・ 、 ス キ ・ 、 ア イ ス
ホ ッ ケ ・一
9月
第19回 医大祭
8日 体 育人会(ll催 学生)
22日
30目
〔sass支 種 目 〕 →1ソ カ ー 、 ノくレ ー7ド ー ル 、'ノ ブ
トジドール、絹1引き、リレー・、膓尺f云
平成5年 度解剖体 慰霊式並 びに 文部 大臣感謝







第40回 北 海 道 地 区 大 学 体 育 大 会
("i番 校 北 海 道 教 育 大 学)
〔本 学 参 加 種 口 〕 陸 一1:競技C月 女)、 準 硬 式
野 球 、 バ ス ケ ッ トボ ー ル(男 女)、 バ レ ー・ボ
ー ル(男 女)
、 サ ッカ ー 、 卓 球(男 女)、 剣



















26f1「 知'、て$rき たい消化 器病 のいろいろ1
轟1レ
公 開 講 座
1月
15H平 成6年 度 大学入学 者選 抜大学 人試 そごンタ・-
16日 試験(本 学 会場840名)
11月
5日 本 学rl己念[
開 学20周 年 記 念 式 典 、祝 賀 会 、記 念 フr一 ラ ム
to月
20日 ス ト 教 室(於 北 大 雪 スキ ー 場)

















平成6年 度第2次 試験(前 期 日程)
3月
平成6年 度 大学院 人学者選抜試験 合格 者発 表
平成6年 度第2次 試験(前 期 目程)合 格者発 表
久津 兄教授 、並 木教授 、原田教授 、歓送式
平 成6年 度 第2次 試験(後 期 日程)
平 成6年 度 第2次 試験(後 期 日程)合 格 者発表
平成5年 度学上学位記授与式(於 体 育館)
(学十学位記被授与者119名)
博 士学位 記授1ノ武(t,;第2会 議室)
(博L学 位記被授」」・者33名)
;一{噺 一 一 一一 ～-
0
廟' 一 一 一 一 一 凹　 -1
翻:丸 一'亀 ド


















久津 見教授 、並木教授 、原田教授 、歓送式
一13一
F
一一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一一一
辮騰蝋撒携灘轍 雄撚 灘 撚)1灘㎜ 獅
新歓合宿のお知 らせ
毎 年大好評の 「新 入生 歓迎合宿」 を、今年 も4月
9・10日 に行 うことになりま した。
予定 されてい る内容 は次の とお りです。 まず学内
において は、医療 の先端 を実践 されている教授の、
ためになる講演 、各 クラブの紹介 、学内 め ぐりなど
があります。その後、高砂温 泉 に移動 し、 そこで は
グループ ごとの先輩方 との交流会 、新人生 全員の自
己紹介(昨 年は、 ・発芸 を した人、歌 を歌 った人な
ど、いろいろいま した。)、恐 るべ きクラブ歓誘 など
が行われ、その後 は1年 生 だけの時間 となります。
新 しい友 と飲み明かすの も良いで す し、温 泉で すか
ら、 もちろんお風呂 に入るの も良いで しょうO眼 く
なった方のための布団 も用意 して あります。 また、
少 しアルコール濃度 が高 くな りす ぎて も、先輩方が
す ぐに助 けて くれるので安 心です。
昨年は約90名 の1年 生 が参加 し、約200名 の先輩
方 が合宿 を盛 り上 げて くだ さいま した。 この合宿の
有意義 さは体験 してみ なければ分 か りません。 きっ
と、大学生活6年 を通 じて の心の友 との出会いが待
っていることで しょ う。 多くの友達 を作 って、大学
での新 しい生 活 を素晴 ら しいもの に して くだ さい。
～上級生共 々
、心 より新入生の参加をお待 ち
してお ります。新入生歓迎実行 委員会よ り～
20才 以上の学生の国民年金
への加入について
国民年金法 の改正 に伴い、大学 に在学す る学生で
20才以rの 者は、平成3年4月1口 から国民年金の被保
険者(当 然加入)と して適用を受けることになりました。
従来学生 につ いて は、20才 以後在学 中 に障害者 と
なった場合 、国民 年金 に加入 してい ない限 り障害基
礎年金 が支給 されず無 年金 となっていました。また、
基礎年金制 度 は、原則 と して、20才 か ら60才 までの
40年 間加入す ることを前提 に満額 の老齢基礎年金 を
支給す ること とされて いますが、学生 は、任意 加入と
されていたため20才以上の在学期間中に、国民年金に加
入 していなかった ものについては、卒業後年金制度 に加
入 しても満額の老齢基礎年金が受けられませんで した。
このため、国民 年金法 が改 正 され、平成3年4月
1日 から、20才 以 上の学生 も全て国民年金 に当然加
入す ること になりま した。
なお、国民年金へ の加入の予続 き、保 険料の納付
方法及 び保 険料 の免除等の詳細 につ いて は、住民票
を登録 して いる市区町 村の国民年金 担当窓 ロへ直接
問い合 わせ くだ さい。 .
平成6年 度 前期分授業料免除
及び延納 ・分納について
平成6年 度前期分授 業料免 除及 び延納 ・分納 を希
望 する者で、下記基準 のいず れかに該当すると思 わ
れる者 は、教務部 学生課厚生係で必要 書類 を受け取
り下記の期間内 に申請すること。
なお、申請者 につ いて は、選考の問授業料 の納 入
を猶予 します。
また、不明 な点 は、同係 に問いnわ せ願い ます。
記
1.授 業料免除基準
(1)経 済的理由 によって授業料の納付が困難で あ
り、かつ、学業優 秀で あると認め られる場合
なお、平 成6年 度 において原級 に留置 されて
いる者又 は、最短修業年限 を越 えて在学 してい
る者は、免除の対象 と しない(休 学 の理由 によ
る者 を除 く。)
(2)授 業料納期 前6月 以 内(新 人生 については、
入学 前1年 以 内)に おいて学生 の学資 を主と し
て負担 して いる者(以 ド「学資負担者」とい う。)
が死 亡 し、又 は本人若 しくは学資負担者 が風水
害等 の災害 を受 けたこと により、授 業料 の納付
が著 しく困難であ ると認 められ る場合
(3)(2}に 準 ず る場 合であって 、学長 が相当 と認 め
る事由 があ る場 合
2.申 請書類
(1)授 業料 免除申請書
② 学資負担者 が死亡 した場 合は死亡診断書
(3)災 害 を受 けた場合 は罹 災証明書(市 区町 村、
警察 、消防署 が発行 した もの。)
(4)市 区1町村発行の所得証明書(給 与所得 者につ
いては、平 成5年 分 の源泉徴収票 を、給 与所得
者以外 にっ いて は、平成5年 分の確定 申告 書(一
面 ・二 面)等 の写 し(生 計 を一 にする家族全員
分)を 、 また、学資負担者 が死亡 した場 合 は、
死亡前の所得証 明書を併せて添付 すること。)
(5)失 業者 は、民生委 員又 は職 業安定所の証明書
(6>生 命保険金 の支払い を受けた場合 は、当該保
険会社 の保険金支払証明書
(7)家 族 の中に就学者がいる場合は、その者(申 請者
本人及 び義務教育の就学者は除 く。)の 在学証明書
(8)自 動車保 有 に関する巾立苦











日本育英会 は、優秀 な学生 で経済的理由のため就
学困難 な者 に学資 を貸与 してお ります。
本学で は、 口本 育英 会からの推薦依頼 に基づ き、
出願者の種 々の条件 を考慮 して選考 を行 い、 口本育
英会へ推 薦 します。
ただ し、 日本 育英会で は奨学金貸'メの種別 ごとに
推薦基準が定 め られて おり、 その資格があ って も採
用枠の関係で推薦で きない場合 があります。
奨学生 の募集 要項 を、4月 上旬 に公用掲示板 に掲
示 しますので 、貸与 を希望 す る者 は、提 出期限 に遅







補償のために 『学生教育研究災害f融 繰 険』の賛助会員
大学となり下記のとおり加入受付事務等を行っています。
本保 険 は、学生 の互助共済 を基本 と して運営 され
てお り、学生生活中の万 ・の場合 に備 え、で きるだ
け全員の加入 を勧 めて います。
まだ加入 して いない学生 は、加 入す るようにして
くだ さい。
記















































































































平成6年 度 において 、新 しく設立 しようとする学
生団体、 も しくは活動 を継続 しよ うとする団体 は、
4月28日(*)ま で に設 立届また は継 続届 を学生係 に提
出 して くだ さい。
なお、継続届の提出がない学生団体 は、解散 した もの
と して処理 しますので注意 して ください。(学 生課)
教 官 の 異 動
※転入6.1.16生 理学第二講座 教授 坂本 尚志
※昇任5.11.16耳 鼻 咽 喉 科 講師 野 中 聡
〃5.12.1第 一 内 科 講師 箭原 修
〃5 .12.16眼 科 講師 秋葉 純
V2を 成 し遂 げて 副主将 稲岡 舅
12月25日 早朝 、私達 アイスホ ッケ ー部19名 を乗せ
た ジャンボ ジェッ ト機 は大勢の熱烈 なサポー ター に
見送 られ大空へ と飛 び立 った。機内で は昨夜の疲 れ
か らか皆 ぐっすりと眠っていた。私 は退 屈であった
ので スチュ ワーデス さん とお話で も しよ うと思 った
のだ が隣席 に旭医 の御大 がどっか りと腰 を下 ろ して
い らっ しゃった ので身動 きが とれず眠 って しま った。
大会会場 の軽井沢 スケー トセ ンターにはその 日の
夕方 に着 き、早速練習 を開始 した。練習後 は風呂 に
つ か り、豪華 なデ ィナ ーを楽 しみ、 しっか りと ミー
テ ィングをした後は皆がお待兼 ねのスーファミ・熱 き男
達のボンバーマ ン対決 が始 まった。中で もギンギンパ ワ
ーが面白かった。これはチームの士気を高めるのとまと
まりを出すためには必要不可欠 なアイテ ムで あった。
大会初 日、私達 は前 年度優勝 とい うことで シー ド
されて いて試合が なかった。 い くらボ ンバ ーマ ンが
楽 しいとい って も私達 はホ ッケーを しにきたので、
初戦 の相手や有力チーム を偵察 にい った。皆予想以
Fに うまか った。ポ ンバーマ ンなど している場合で
はなかった。 その 日か ら ミーテ ィングは非常 に厳 し
く行 われた。第 二 日、予選 リーグが行われ北大 に5
-1で 勝 ち、決勝 リー グへと駒 を進 めた。決勝 リー
グで は慶応 と引 き分 けた他 はなんとか勝 ち最終戦の
東医 を残 すだ けとなった。この時点で第一位 が全勝
の東医 、第二位 が旭医であ り、最終 戦が優勝決定戦
とい うなんとも素敵 な大会と なった。集 まった観客
も物凄 い数でパ ックがゴールを掠め る度 に悲 鳴や ら、
溜 め息 や らで場 内の興 奮 は最 高潮。 そん な中でプ レ
ー出来 、本当 に私達 は幸せ者 であった。この試合DF、
GKが 鉄壁 の守 りを し、旭医の大将 が しっか り3点
取 って完勝 した。皆最高の出来で あった。 試合終 了
の ブザーが なった瞬間、 ステ ィックやらグローブや
ら投 げだ し皆で抱 き合 って喜 んだ。勝者だけ に許 さ
れる最高 に贅沢 な一瞬で ある。私達 は念願の優勝 カ
ップを再 び手 にい れ、その夜、心行 くまで勝利の美
酒に酔 った のはい うまで もない。
私達 がこ うして再 び優勝 で きたのも部 を支 えて下
さった皆 々様 のお陰 であ ります。 この場 をかりま し
て厚 く御礼 申 し上 げる次第で あります。
東医体(冬 季)12/26～12/30軽 井沢
優 勝 羅 ・{1≡§}・雛
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研 究 者 の 良 心
毎 晩 遅 く まで 起 きて 日 本 人 選 手 を 応 援 した 、 リ レ
ハ ン メ ル オ リ ン ピ ッ ク も終 わ り ま した 。 心 に 残 る名
場 面 の 一 つ は 、 ア メ リ カ の ス ピ ー ドス ケ ー ト選 手 ダ
ン ・ジ ャ ン セ ン が 、 最 後 の レ ー ス1000mで 金 メ ダ ル
を と っ た こ とで し ょ う。 世 界 一 の 実 力 を持 ち な が ら 、
何 故 か オ リ ン ピ ッ ク で の メ ダ ル に縁 が な か っ た ダ ン
・ジ ャ ン セ ン。 こ の オ リ ン ピ ッ クで も500mで は バ
ラ ン ス を 崩 して し ま い ま した 。1000mで は 、 思 わ ず
私 も ダ ン ・ジ ャ ン セ ン を 応 援 して い ま し た 。 ア メ リ
カ の 応 援 も並 々 な ら ぬ も の で した 。 そ の な か で 目 に
つ い た の は 、"DanistheMan!"で した 。 も ち ろ
ん"theMan"と は 、"世 界一 の 男"と い う意 味 で す 。
同 じ ス ケ ー ト選 手 ノ ル ウ ェー の コ ス選 手 に 対 す る 応
援 で も 、"KossistheBoss!"と い う の が あ り ま
した 。 こ れ はDanとMan、 な ら び にKossとBoss
が 韻 を踏 ん で い る と こ ろ が"味 噌"だ と思 い ます 。
ところがダン ・ジャンセ ン選 手 が金 メ ダルをとった
翌 日のあ る新聞 に、この応援 のことがでていて、「ア
メリカも 『ジャンセ ン イズ ザ マ ン』の横 断幕
を掲 げて大応援 を して いた。」 とい う意味の記事 が
載 って いま した。 お そらくこの記事 を書 いた記者 は、
ダンは姓 で はなく名前 なので、 ジャンセ ンと したほ
うがわかりやすい と考えて、 わざと事実 とは変 えて
記事 に したのだと推察 します。 しか しダンをジャン
セ ンと置 きか えて しまえば、韻 がなくなり、少 しも
おも しろくなくなること に、この記者 は気 がつか な
かった よ うです。 それ にもま して、た とえわかりや
す くするためとはい え、事実 とは異 なる報道 を した
ことになります。 わた しはこの記者の記者 と しての
奢 りを感 じま した。
ふ り返 って自分 自身の ことを考 えますと、私 には
研究者の薯 りが ない と自信 を持 って言 えるか、少 し
不安 に なりま した。形態 変化 など自分で変化 の程 度
を評価 す る場 合、仮 説にあ うよ うに評価 して いない
で しょうか。棄却検 定 をすることな しに、すこ しは
ずれたデータを除外 して いないで しょうか。私 は研
究者 の良心 は、自分のデータに正 直で あることと思
います。 その うえで、データをどの よ うに解釈す る
かが研究者 の仕事 なのです。(薬 理学講座 講師)
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